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球陽SSH サイエンス・スコープ

”沖縄の自然と生き物 ～ヘビの話～”を開催しました！！
講師 ： 吉岡 由恵 氏（公益財団法人 沖縄こどもの国）

行きたいところを駆けめぐり、一生、わが体を自由にするがもうけなり。
平賀源内

７月６日（金）にラボ室で球陽SSHサイエンス・スコープ
"沖縄の自然と生き物～ヘビの話～を開催しました！
講師の方は吉岡由恵氏（公益財団法人 沖縄こどもの
国）です！球陽SSH初の企画となっており、第1回は生
物分野で行いました。実際にコーンスネークというヘビ
を持ってきて頂いて、沖縄のヘビやヘビの生態、ヘビの
持つ毒についてお話して下さいました。世界にはへびの
種類が約３０００種類おり、沖縄では２３種類が生息する
そうです。
講話の中では、実際に生きたコーンスネイクを触る

時間があり大変盛り上がりました。また、ヘビの抜け殻や
へびの頭の骨を触ることもできました。

本物のヘビを間近で見ることができました。
今回、球陽高校に来たヘビはコーンスネー
クというヘビで、背中に描かれた模様の形
がトウモロコシに似ていることからコーンス
ネークと名前が付いているそうです。
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一人一人、へびの抜け殻
をヘビトレカに貼り付けて、持
ち帰りました！！ヘビトレカに
は、ヨナグニシュウダの抜け
殻を貼って、自分でヨナグニ
シュウダについて書いていま
す。

最後はへびトレカを作りました♪＾＾

●沖縄にはたくさんのヘビがいることが
分かった。また、沖縄にしか外来種がい
ないということに驚きました。最後にヘ
ビを触れてよかったです。思ったよりす
べすべして気持ちよかったです。

●ヘビが意外ともちもちしていた。沖縄
にたくさんの種類のヘビがいることを
知って、もっと他のヘビも見たい触った
りしたい。

●ヘビについて瞼がないことや実際に
触ってみたことがとても印象に残りまし
た。また、沖縄には多くの種類のヘビや
ハブがいて、沖縄の自然について少し
でもふれることができ、生物に興味を持
つことが出来ました。

●僕はもともとヘビは好きだったのです
が、今日の講義でさらに興味関心が高
まりました。SSHのフィールドワーク中に

もヘビを探してみたいです。今度、こど
もの国に行ったら、コウモリの話も聞き
たいです！

●一言でヘビと言ってもたくさんの種類
があり、ハブでも模様が全く違ってくると
いうことを初めて知ってとても驚きまし
た。

～参加した生徒の感想～
●琉球列島には、日本の爬虫類の75%が
生息していて、そのうちの80%がヘビという

ことにとってもビックリしました。また、手足を
使わずにどうやって大きいものを食べるん
だろうと前から疑問に思っていたから、それ
を解決できてとても良かったです。他にもヘ
ビにはたくさんの種類があって、それぞれが
違う特徴を持っていると知れて、とても興味
深かったです。

●日本中のヘビの種類の大半が沖縄にい
るということが印象に残った。沖縄に住んで
いるから、内地では見られないヘビを見に
行きたいと思った。ラミネートするのは楽し
かった！ヘビの脱皮って裏がスベスベで気
持ち良かった。シュウダ＝臭蛇ということに
驚きました。

●今回の講演を通して自分の知らなかった
ヘビの食性や行動について知ることができ、
より生き物に興味を持ちました。吉岡さんが
講演中に「不思議をもつことが大切」とおっ
しゃったことがとても印象に残っています。

●ヘビの卵は、爬虫類だから固い殻をもっ
ていると思っていたが、柔らかい、水を吸収
して大きくなる卵で、卵歯を使って生まれて
くることを初めて知った。あと、まばたきしな
いことも。日本にいるヘビの約75%が沖縄に
いて、そのうちの80%が固有種であることに、

とても驚いた。ヘビに触れるという普段はで
きない経験ができて良かった。

ヨナグニシュウダの抜け殻を触ることができました。
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